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【部　門】 【チーム】

高学年男子 優 勝 荒古子ども会 荒古キング

2 位 ハッピー（寺本新町）子ども会 ミッキー

3 位 八幡新町子ども会 グリーン

高学年女子 優 勝 荒古子ども会 荒古クイーン

2 位 八幡新町子ども会 ピンク

3 位 ハッピー（寺本新町）子ども会 ミニー

低学年 優 勝 西平井子ども会 サンダース

2 位 荒古子ども会 荒古エース

3 位 荒古子ども会 荒古ジョーカー

3 位 八幡新町子ども会 イエロー

フリー 優 勝 寺本台第一子ども会 ピッピ

2 位 中島子ども会 中島タイガーイエロー

3 位 八幡新町子ども会 ライトグリーン

3 位 杉山子ども会 王様なめこ

≪中央大会≫　入賞おめでとう！
高学年男子 3 位 荒古子ども会 荒古キング

フリー 3 位 寺本台第一子ども会 ピッピ

【 子 ど も 会 】
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平成25年6月2日(日)に 

 八幡ドッヂビー大会を開催しました！ 

よろこびの優勝チーム 

キャプテン ・ 大槻  成 
 荒古子ども会のチーム、荒古キングで校区大会に出場
し、優勝することができました。市の中央大会でも八幡校
区の代表としてがんばりたいです。 

監 督 ・ 飯田かおり 
 子ども達みんなの力で優勝できたことを心から嬉しく、
頼もしく思います。監督として到らない点もありますが、中
央大会でも精一杯がんばりたいと思っています。 

高学年男子の部 

（ 荒 古 キ ン グ ） 

高学年女子の部 

（荒古クイーン） 

キャプテン ・ 石本妃向 
 ドッヂビーの校区大会で優勝と発表されたときは、最初
は驚いて笑顔ひとつも出ませんでしたが、だんだん実感
が湧いてきて、心の中で喜びが大きくなってきました。以
前中央大会に出場した時は一回戦で負けてしまったの
で、今回はみんなと協力して優勝を目指したいです。 

監 督 ・ 山下陽子 

 校区大会はチームワークが輝き、強い気持ちで最高の

試合ができました。優勝が決まった時の子ども達の笑顔

は最高でした。中央大会でも素敵な笑顔が出るようがん

ばってください。 

低学年の部 

（西平井サンダース） 

キャプテン ・ 西村隆玖 
 ぼくたちのチームは、強くていいチームだと思います。 
 けっしょうでは、荒古のチームも強かったけど勝つこと
ができました。チームの全員がすごくがんばっていたと思
います。 

監 督 ・ 杉沢浩美 
 優勝おめでとう。私たちのチームは人数もギリギリでしたが、
団結力と、それぞれの個性が発揮できたことで優勝につな
がったと思います。優勝の瞬間のみんなの笑顔はとっても
素敵でした。中央大会でも優勝めざしてがんばろうね。 

フリーの部 

キャプテン ・ 井上太嗣 

 練習試合でけっこう勝つことができたので、校区大会で

も優勝できると思っていました。このチームはまとまりがあ

るので勝てたのだと思います。 
 中央大会でも優勝目指してがんばります。 

監 督 ・ 井上礼子 
 一年生を含め敵に背を向ける子は一人もいませんでした。 

高学年は、低学年をまとめつつよくやってくれました。 
このチームで中央大会に出られることを嬉しく思います。 

（ 寺 本 台 第 一  ピ ッ ピ ） 

＜マスコットの出迎え＞ 

熱戦の 

思い出 

≪寺本台第一子ども会≫ ≪西平井子ども会≫ 

≪ 荒 古 子 ど も 会 ≫ ≪ 荒 古 子 ど も 会 ≫ 
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平成25年5月現在 （単位：人）
荒　古 堀之内

人　　数 人口比率人　　数 人口比率

人 口 1801 ― 365 ―

世 帯 数 761 ― 147 ―

敬老人口 164 9.1% 37 10.1%

子ども会 100 5.6% 18 12.2%
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